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随 想

老 医 学 者 の 回 想

関東逓信病院部長 生 亀 芳 雄

長い人生を あゆ んで きた老人 の想いで話には,後 進 の者 の心 を とらえる ものがあ る.

外 国では多 くの有 名な医学者 が回想録 を書 いている.

わ が国で もこの ような本 が先 輩に よって もっ と多 く出された らよい のでは なか ろ うか.

戦 争 が終って間 もない昭和22年 ごろと記憶 してい るが,内 村祐之先生 の 「精神医学老 の

回想」 とい う著書 を読 んだ ことが ある.

そ の内に ドイツ 精神医学界 の 大家で あるウオル レソベル グの 回想記が 紹介 され てあっ

た.

そ れ に よると大 脳生理学 が まだなに もわかっていなか った ころ,ヒ ッチ ヅ ヒが は じめて

大脳皮質 を電 気で刺戟 して運動 性の皮質 があ ることを証 明 した ようで ある.

彼 は この発 見の基礎 となった実験 を,自 宅 の洗面所 で奥 さんを助手 として達成 している.

これ は当時,ベ ル リン大学の生理学教室 が王宮 の近 くにあったので,動 物 がさわが しい

といけ ない とい う理 由か ら,教 室 内で温血動物 の実験がゆ るされてなかった ためで あ る.

この ことは才能 と感興が あれば,ど んなところであろ うと,科 学上 の発見 も大詩人 が屋

根裏 で詩 をつ くることがで きると同 じように,充 分な設備 がな くともあ る程 度はで きる可

能性 を示唆 してい る といえよ う.

また ウオル レソベル グは著書 の最後をつ ぎの ような詩句 で結 んでい る.

「私 に とって生涯 の本当 の幸福 と思われ ることを終 りにのべ よう.そ れは,愛 す ること

ので きる心 を獲 ること.値 打ちの あることを少 しで もする こと.勤 勉 に生 き・ること.立 派

に死 ぬ こと.そ れ以上を望む のは愚 である.第1の ことは私に一部 で きた.第2と 第3の

こ とは絶 えず努 めた,最 後 の ことは私が希望 している」 折 にふれ今 で もこの詩 句を思い

だ し,本 当に味 のあ る詩句だ と感心 させ られてい る次第であ る.

逓 信病院 と逓信博 物館

とき・お りた のまれ て講演 にゆ くことがあ る.そ んな とき必 らず といって もよいほ ど聞か

れ ることが ある.そ れ は逓信病 院 とい う病院 は一体 どこに属す る病院 か,も う1つ は同 じ

逓信病 院 なのに どうして東京 と関東 の2つ が東京 にあ るのか とい うことで ある.

何 れ もごもっ ともな御質 問で,昔 は逓信 省 とい う役所 がたしかにあった.そ れ な らば逓

信病 院は逓信 省関係の病 院だ ろう ぐらい のことは誰で も容易に想像で きる ことであ る.
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しかし現在はそんな役所はな く,逓 信大臣などという大臣 もいないわけである.

また,東 京になぜ2つ の逓信病院があるか ということは,こ の逓信病院 とい う名前が存

続 している理由を説明してゆ くうちにおのず とわかってくることである.

日本に逓信省が設置されたのは明治18年2月22日 のことで,そ れ以後,今 回の大戦がお

きるまでは名称に変更はなかった.

ところが昭和18年11月 に決戦下の体制として,逓 信省 と鉄道省 とをそれぞれ解体 し新 ら

たに運輸通信省が誕生したわけである.

しかし戦争が終ったつぎの年の昭和21年7月 に再び逓信省が復活することとなった.

この復活した逓信省 も占領下の昭和24年6月 にごんどは郵政省と電気通信省に分割 され

てしまった.

このときそれまで逓信省がもっていた財産を公平に二分しあうことになった.そ の結果,

病院も機械的に二分され,例 えば札幌は電気通信省,仙 台は郵政省,東 京は郵政省,大 阪

は電気通信省というように分け られたわけである.

しかし,こ のように分け られて も病院に関する限 りは郵政省の職員 と家族,電 気通信省

の職員および家族は何れの所属の病院にもかかれるようにすべきであるということになっ

た.し たがって病院に限 りその名称は従来どうり逓信 という名で一本化するよりしかたが

ないということになったわけである.

なお,病 院のほかにもう一つ博物館だけがやは り共有のものとして逓信 とい う名でその

ままのこされている.

さて2省 で共同に使用できるはずの東京逓信病院はすでに昭和13年2月 より診療を開始

し,当 時は評判の大病院であったが,時 代 と共にすでにその施設が狭いものとなってきた.

一方,全 国の中心である東京に電気通信省に属する病院がないのはどうか,ま た全國の

電気通信省の医療機関のセンターとしても東京にもう一つ逓信病院をつ くるべきだ という

ことにな り,昭 和25年8月 にその設立が大臣決裁によって決定 された.

このとき東京逓信病院は今 までどうりの名が良いというので,も う一つは関東逓信病院

となずけることに結着をみたわけである.

それか らしば らくたって,昭 和27年4月 にサンフランシスコで調印された平和条約,安

全保障条約が発効となり,こ の時を期して 日本は再び独立をとりもどしたわけである.

この27年 に行政改革 と人員整理がおこなわれ,電 気通信省は廃止され,8月1日 に日本

電信電話公社,通 称,電 々公社が発足 したわけである.

したがって私のつとめている関東逓信病院は電々公社に属する病院であるが,郵 政省の

職員および家族 も対象とする職域病院である.

しかしあくまで も学問的に高度の基礎にたって診療することが第1の 目標 とされ,そ の

ために必要な勉強,研 究の完備に力をそそぎ,本 社 もその方針でいろいろと便宜を与えて

くれている現状である.


